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○口永良部島の火山防災について

■ 2015年の口永良部島噴火と全島避難
平成27年（ 2015年）5月29日、午前9時59分、口永良部島新岳（標高657ｍ）が噴火。噴火警戒レベルが３から５（噴火警戒レ

ベル運用後初）へ引き上げられた。町は直ちに島外への避難指示を発表。当時島にいた137人を船舶や航空機を使用し、屋久島へ
避難させた。その後約半年に及ぶ屋久島での避難生活を送り、同年12月25日、避難指示の一部を解除し、島民の帰島が始まる。
（2025年9月現在、人口86名）

■ 避難施設等の整備
現在、避難所として口永良部島西方の標高約290ｍに「番屋ヶ峰避難所」を整備している。ここは新岳火口からも4㎞以上離れて

おり、ＮＴＴの無線中継施設として使用されていた建物でＲＣ造の堅牢な施設である。平成26年8月の噴火時に、当該施設へ住民
が避難したことにより、ＮＴＴ側と協議し同年に町が取得した。翌平成27年3月より改修工事を実施、5月29日の噴火により中断し、
平成28年3月に完成した。令和3年には、外に設置していた簡易トイレを廃止、内部へトイレを増設した。
なお、その他の避難施設としては、島内14か所に退避壕を設置（うち5か所は、警戒区域内のため使用不可）、島内2カ所に緊急

用ヘリポートを整備している。
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口永良部島は、屋久島の北西約12㎞に位置し、長径（西北西〜東南東）12km、最大幅
5km面積は38.04㎢、周囲49.7㎞のひょうたん形の島である。
集落は、島内に点在し、大部分が役場出張所や診療所、小・中学校がある本村集落に

居住、前田、田代、湯向に残りの世帯が分布している。
噴火の歴史については、最近200年は爆発的な活動が多く、天保12年（1841年）、昭

和8年（1933年）には噴出岩塊によって死傷者が出ている。また、昭和6年（1931年）に
は、西山麓にある向江浜へ土石流が流れ込み、多くの家屋に被害が生じている。また、
新岳西側の溶岩流（新岳から流出）は新しい地形を残しており、今後溶岩を流出する可
能性もある。
平成26年（2014年）8月3日に34年ぶりに噴火が発生し、台風の接近等もあり島民の一

部が自主的に島外避難する事態となった。また、平成27年（2015年）5月29日には爆発
が発生し、火砕流が向江浜の海上まで達した。このため噴火警戒レベル５の噴火警報が
発表され、全島民が約7ヶ月の間、島外避難することとなった。
その後、口永良部島内の番屋ヶ峰にNTTが使用していた無線中継施設を改修し、避難

所を整備、近隣地へヘリポートも整備した。

番屋ヶ峰避難所 退避豪 折崎ヘリポート

■ 今後の課題
2015年の噴火から10年が経過した本年、

口永良部島の噴火の教訓を後世に伝え、屋
久島町民の防災意識の醸成を図ることを目
的に、発生日である5月29日を「屋久島町
防災の日」と定めた。口永良部島住民の中
にも噴火を経験していない方も増えており、
防災訓練の実施など火山防災意識の醸成を
図る必要がある。また、噴火による堆積物
や火山活動の影響により、現在も通行でき
ない道路もあるため、早期復旧に向け取り
組む必要がある。
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